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J
I
C
A
の
北
岡
伸
一
理
事
長
は
、
６
月

29
日
、
日
経
B
P
社
主
催
の
「
東
京
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
会
議
」
に
登
壇
し
、
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
同
会
議
に
は
、
企
業
な
ど
か
ら

約
4
0
0
人
が
参
加
し
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
S
D
G
s
）
の
目
指
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
企
業
が
ど

の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
講
演
で
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（
M
D
G
s
）
の
下
で
達
成
し
た
ゴ
ー

ル
が
あ
る
一
方
、
成
果
に
は
地
域
差
が
あ
り
、

一
国
内
で
の
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に

言
及
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
S
D
G
s
達
成
の
た
め
に
は
、
政

府
に
加
え
、
企
業
、
市
民
、
研
究
機
関
な
ど

と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
日
本
企
業

の
持
つ
技
術
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
こ
と

を
強
調
。
J
I
C
A
と
日
本
企
業
の
連
携
の

具
体
例
と
し
て
、
味
の
素
の
栄
養
食
品
を
活

用
し
た
ガ
ー
ナ
で
の
栄
養
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
、
質
の
高
い
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
公
文
式
の
導
入
の

他
、
イ
ン
ド
の
地
下
鉄
な
ど
大
規
模
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
き
め
細
か
な
配
慮
を
行
う
日
本
の

開
発
の
事
例
を
紹
介
し
、
企
業
に
と
っ
て
も

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
開
発
途
上
国
で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
進
ん
で
お
り
、
現
地
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

日
本
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
の
考
え
を
述
べ
、
S
D
G
s
へ
の
貢

献
が
国
内
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
も
な

る
だ
ろ
う
と
ま
と
め
ま
し
た
。　

　

会
議
で
は
他
に
も
、
国
際
航
業
代
表
取
締

役
会
長
の
呉
文
繍
氏
が
「
C
S
R
の
み
な
ら

ず
本
業
を
通
じ
た
企
業
の
貢
献
を
す
べ
く
、

企
業
理
念
や
事
業
方
針
の
中
心
に
社
会
課
題

の
解
決
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
講
演
。

企
業
か
ら
は
日
産
自
動
車
、
エ
イ
ピ
ー
ピ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
、
富
士
通
、
ソ
ニ
ー
が
登
壇
し
、

持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
製
品

や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
、
自
社
の
取
り
組

み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、〝
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
り
方
と
使
い
方
〞を
テ
ー
マ

に
、
社
員
を
巻
き
込
ん
だ
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
議
論
。
多
く
の
参
加
者

か
ら
、
S
D
G
s
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
部
で

あ
る
青
年
海
外
協
力
隊
が
「
ラ
モ
ン
・
マ
グ

サ
イ
サ
イ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
呼
ば
れ
る
同

賞
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
モ
ン
・
マ
グ
サ
イ
サ

イ
大
統
領
を
記
念
し
て
1
9
5
8
年
に
創
設

さ
れ
た
賞
で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
社
会
貢
献
な

ど
に
傑
出
し
た
功
績
を
挙
げ
た
個
人
や
団
体

に
対
し
、
毎
年
、
マ
ニ
ラ
市
の
ラ
モ
ン
・
マ

グ
サ
イ
サ
イ
賞
財
団
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
過
去
に
は
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
や
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
14
世
の
他
、
緒
方
貞
子
元
J
I
C
A
理

事
長
も
こ
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
50
周
年
を
迎
え
た
青
年
海
外
協
力
隊

事
業
は
、
現
地
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
共

に
働
く
と
い
う
理
念
の
下
、
長
年
に
わ
た
っ

て
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
と
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
派
遣
し
た
青
年
海
外
協
力
隊

は
、
全
世
界
で
累
計
延
べ
4
万
1
0
0
0
人

を
超
え
ま
す
。
ア
ジ
ア
地
域
に
は
延
べ
1
万

2
1
９
９
人
を
派
遣
し
て
お
り
、
現
在
は
ア

ジ
ア
18
カ
国
で
5
８
１
人
が
活
動
中
で
す

（
2
0
1
6
年
７
月
31
日
現
在
）。

　

J
I
C
A
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
に
お
け
る

黄
熱
の
流
行
に
対
し
、
緊
急
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
を
は
じ
め
、
複

数
の
機
関
も
支
援
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
は
黄
熱
の
感
染
が

拡
大
し
て
お
り
、
6
月
20
日
、
同
国
政
府
は

黄
熱
の
流
行
を
宣
言
し
ま
し
た
。
6
月
24
日
時

点
で
、
疑
い
症
例
を
含
む
1
3
0
7
人
の
患

者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
75
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
は
同
国
で
の
黄
熱
感

染
拡
大
の
状
況
を
把
握
し
、
対
応
を
検
討
す
る

た
め
、
7
月
10
日
に
調
査
チ
ー
ム
を
派
遣
し
ま

し
た
。
調
査
結
果
と
同
国
政
府
か
ら
の
支
援

要
請
を
受
け
、
日
本
は
7
月
19
日
、
岸
田
文
雄

外
務
大
臣
が
国
際
緊
急
援
助
隊
・
感
染
症
対

策
チ
ー
ム
の
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。
J
I

C
A
は
翌
20
日
か
ら
、
感
染
症
専
門
家
な
ど
か

ら
成
る
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
支

援
に
あ
た
り
ま
し
た
。
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ウ
ー
ウ
ェ
ン
シ
ョ
ウ


